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１．所管からの報告事項について 

 次の事項について所管から説明を受け、質疑を行い、すべて報告済みとした。 

（１）平成24年度滝川市一般会計補正予算（第５号）の専決処分について 

（２）連帯納税義務制度の滝川市公式ホームページへの掲載について 

（３）公の施設の指定管理者の指定について  

（４）市議会等の調査に出頭した者等の費用弁償に関する条例の一部を改正する条例につ 

いて 

（５）市民会館の休館について  

（６）新住民情報システムの導入について 

（７）市内線バス経路の変更について 

（８）財政フレームについて 

（９）滝川市公共施設マネジメント方針及びマネジメント研修会（補正予算関連）につい 

      て  

（10）モンゴル農業技術研修員について 

（11）ジュニア大使訪問団派遣事業について 

（12）滝川市・スプリングフィールド市姉妹都市交流促進宣言等について 

（13）教育部補正予算について  

（14）森のかがく活動センターの廃止について  

２．第４回定例会以降の調査事項について   

別紙調査項目のとおり決定した。 

３．その他について  なし 

４．次回委員会の日程について   

正副委員長に一任することとした。 

 上 記 記 載 の と お り 相 違 な い。 総務文教常任委員長  大 谷 久美子  ○印 
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                                      平成24年11月22日 2 
 3 

 滝川市議会議長 水 口 典 一 様 4 
                                              5 

                      滝川市長            前 田 康 吉 6 

                      滝川市教育委員会委員長     若 松 重 義 7 
 滝川市選挙管理委員会委員長   藤 本 清 正 8 
 9 

   総務文教常任委員会への説明員の出席について 10 
 11 
 平成24年11月１日付け滝議第85号で通知がありました総務文教常任委員会への説明員の出席要求について、次の 12 

者を説明員として出席させますのでよろしくお願いします。 13 

 なお、公務等の都合により出席を予定している説明員が欠席する場合もありますので申し添えます。この場合、 14 

必要があるときは、所管の担当者を出席させますのでよろしくお願いします。 15 
 16 

記 17 

 滝川市長の委任を受けた者 18 

  総務部長     山 﨑   猛 19 

  総務部参事     千 田 史 朗 20 

  総務部総務課長     田 中 嘉 樹 21 

 総務部総務課副主幹                和 田 英 昭 22 

 総務部総務課副主幹                小 畑 力 也 23 

総務部総務課情報化推進室長   田 上 智 章 24 

  総務部総務課情報化推進室主任主事・技師    安 田 健 二 25 

企画課長     中 島 純 一 26 

総務部企画課副主幹    稲 井 健 二 27 

  総務部国際課長     山 内 康 裕 28 

  総務部国際課主事    里 村 真 紀 29 

総務部財政課長     高 橋 一 美 30 

  総務部財政課主幹    橋 本 啓 二 31 

  総務部財政課副主幹        堀   勝 一 32 

  総務部財政課副主幹        景 由 隆 寛 33 

  総務部財政課ストックマネジメント推進室主査 高 橋 伸 明 34 

市民生活部長     庄 野 雅 洋 35 

  市民生活部参事                  伊 藤 克 之 36 

市民生活部税務課長     鎌 田 清 孝 37 

  市民生活部税務課副主幹    越 前   充 38 

  市民生活部税務課主任主事   水 田 辰 夫 39 

市民生活部江部乙支所長    井 上 傑 博 40 

 41 

 滝川市教育委員会委員長の委任及び滝川市長の委嘱を受けた者 42 

  教育部長     舘   敏 弘 43 

  教育部次長     河 野 敏 昭 44 

  教育部学校教育課長    中 川 啓 一 45 

教育部滝川西高等学校事務局長   赤 松 恒 夫 46 



 

 

 

教育部社会教育課長    竹 谷 和 徳 47 

  教育部社会教課美術自然史館館長   中 塚 智 勝 48 

 49 

滝川市選挙管理委員会委員長の委任及び滝川市長の委嘱を受けた者 50 

 選挙管理委員会事務局長               高 橋 孝 次 51 

 選挙管理委員会事務局主査              和 泉   譲 52 

 53 

                               （総務部総務課総務グループ） 54 
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 90 

第19回  総 務 文 教 常 任 委 員 会 91 
 92 

Ｈ24.11.27（火）午後１時30分 93 

第一 委 員会室 94 

 95 

○ 開   会 96 

 97 

〇 委員長挨拶（委員動静） 98 

 99 

１． 所管からの報告事項について 100 

 101 

《選挙管理委員会》 102 

（１）平成24年度滝川市一般会計補正予算（第５号）の専決処分について（資 料）選挙管理委員会 103 

 104 

《市民生活部》 105 

（２）連帯納税義務制度の滝川市公式ホームページへの掲載について  （資 料）税 務 課 106 

（３）公の施設の指定管理者の指定について             （資 料）江部乙支所 107 

 108 

《総 務 部》 109 

（４）市議会等の調査に出頭した者等の費用弁償に関する条例の一部を （資 料）総 務 課 110 

改正する条例について                     111 

（５）市民会館の休館について                   （口 頭）    〃 112 

（６）新住民情報システムの導入について                     （資 料）  〃 113 

（７）市内線バス経路の変更について                （資 料）企 画 課 114 

（８）財政フレームについて                    （資 料）財 政 課 115 

（９）滝川市公共施設マネジメント方針及びマネジメント研修会（補正 （資 料）  〃 116 

予算関連）について                             117 

（10）モンゴル農業技術研修員について               （資 料）国 際 課 118 

（11）ジュニア大使訪問団派遣事業について             （資 料）  〃 119 

（12）滝川市・スプリングフィールド市姉妹都市交流促進宣言等について (資 料）  〃 120 
 121 
《教 育 部》 122 
（13）教育部補正予算について                   （資 料）学校教育課 123 

                                     滝 川 西 高 事 務 局 124 

（14）森のかがく活動センターの廃止について            （資 料）社会教育課 125 

２．第４回定例会以降の調査事項について～別紙 126 

 127 

３．その他について 128 

 129 

４．次回委員会の日程について 130 

 131 

○ 閉   会 132 



 

１ 

 

 133 

第19回 総務文教常任委員会 134 

H24.11.27 (火)13：30～ 135 

第 一 委 員 会 室 136 

開  会 １３：３０ 137 

委 員 長     こんにちは。ただいまより19回の総務文教常任委員会を開会します。外はすご 138 

い雪になりました。道南のほうでは台風並みということでしたけれども、この 139 

後こちらが荒れるのかなと思います。きょうは、次の４定に向けての会議とな 140 

っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 141 

         委員動静報告 142 

委 員 長     本日の委員動静は、渡辺精郎委員が欠席となっております。そのほかは出席し 143 

ております。それから、委員外議員としては、清水議員が途中退席するという 144 

ことで出席を認めます。ほかの委員外議員としては木下議員、小野議員、窪之 145 

内議員の出席を認めます。傍聴として北海道新聞を許可します。 146 

         本日の案件はかなりありますことから、もし委員外議員で質疑がある場合は２ 147 

分以内ということでよろしくお願いいたします。 148 

         １．所管からの報告事項について 149 

委 員 長     議案関連について先に言っておきますが、１番、３番、４番、９番、13番とな 150 

っておりますので、よろしくお願いいたします。 151 

     （「９番のマネジメント研修会のほうだけが補正予算で議案関連です 152 

か、それともマネジメント方針も議案関連ということですか」と 153 

言う声あり） 154 

委 員 長     研修会のみが議案関連となります。 155 

所管からの報告事項について、１番、平成24年度滝川市一般会計補正予算（第 156 

５号）の専決処分について説明をお願いします。 157 

（１）平成24年度滝川市一般会計補正予算（第５号）の専決処分について 158 

高橋事務局長   （別紙資料に基づき説明する。） 159 

委 員 長     説明が終わりました。 160 

         質疑ありますか。 161 

（なしの声あり） 162 

委 員 長 報告済みといたします。 163 

２番、連帯納税義務制度の滝川市公式ホームページへの掲載について説明をお 164 

願いします。 165 

 （２）連帯納税義務制度の滝川市公式ホームページへの掲載について 166 

鎌田課長     （別紙資料に基づき説明する。） 167 

委 員 長 説明が終わりました。 168 

         質疑ありますか。 169 

（なしの声あり） 170 

委 員 長 報告済みといたします。 171 

委 員 長     ３番、公の施設の指定管理者の指定について説明をお願いします。 172 

 （３）公の施設の指定管理者の指定について 173 

井上支所長    （別紙資料に基づき説明する。） 174 

委 員 長 説明が終わりました。 175 

         質疑ありますか。 176 



 

２ 

 

（なしの声あり） 177 

委 員 長     報告済みといたします。 178 

         それでは、総務部に移ります。一旦休憩いたします。 179 

休  憩 １３：４２ 180 

再  開 １３：４３ 181 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 182 

         ４番、市議会等の調査に出頭した者等の費用弁償に関する条例の一部を改正す 183 

る条例について説明をお願いします。 184 

 （４）市議会等の調査に出頭した者等の費用弁償に関する条例の一部を改正す 185 

る条例について 186 

小畑副主幹 （別紙資料に基づき説明する。） 187 

委 員 長 説明が終わりました。 188 

         質疑ありますか。 189 

（なしの声あり） 190 

委 員 長     報告済みといたします。 191 

 ５番、市民会館の休館についてお願いします。 192 

 （５）市民会館の休館について 193 

田中課長 市民会館の休館につきまして、口頭によりご報告をさせていただきます。 194 

         市民会館につきましては、皆様ご承知のとおり新活力再生プランに位置づけら 195 

れておりました行政資産の見直しの一環としまして、施設を民間へ貸与という 196 

ことを目標としまして平成21年度に活用事業者の公募を行いました。しかしな 197 

がら、残念ながら不調となりまして、その後市内の事業者等の聞き取りでござ 198 

いますけれども、需要調査などを行いましたけれども、同一の条件で公募を行 199 

っても活用事業者が手挙げをしてくることはなかなか難しいのではないかとい 200 

うようなことになりまして、公募方法の抜本的な見直しを行いまして、施設の 201 

譲渡を目標としまして課題を整理をしていきたいということで考えておりまし 202 

た。その際に、課題として大きく２点ございました。一つは、施設の敷地が公 203 

園用地であるというようなことでありますから、この部分の都市計画区域の変 204 

更をしなければならないということ、もう一つは、施設内に展示をしておりま 205 

すチョッちゃんコレクション、これらを移設しなければならないというような 206 

ことが課題として挙がっておりました。 207 

         以上のことにつきましては、これまでも本委員会におきましてタッグ計画の中 208 

間報告ですとか実績報告でもご報告をさせていただいたところでございますけ 209 

れども、このたび敷地の問題につきましては平成25年度中に都市計画変更の道 210 

の承認を得られるように手続を進めていきたいということ、それからコレクシ 211 

ョンにつきましては寄贈者でございます黒柳家の同意がほぼ得られるであろう 212 

という見込みが立ったというようなことで、関係所管との協議が調いましたこ 213 

とから、平成25年度中に譲渡を前提とした公募の手続を行っていきたいという 214 

こととしまして、市民会館の運営につきましては今年度いっぱい、平成25年３ 215 

月31日いっぱいをもちまして休館をしたいということとしましたことから、ご 216 

報告をさせていただきたいと思います。 217 

         以上です。 218 

委 員 長 説明が終わりました。 219 

質疑ありますか。 220 



 

３ 

 

（なしの声あり） 221 

委 員 長     報告済みといたします。 222 

          ６番、新住民情報システムの導入について説明をお願いします。 223 

 （６）新住民情報システムの導入について 224 

田上室長 （別紙資料に基づき説明する。） 225 

委 員 長 説明が終わりました。 226 

         質疑ありますか。 227 

（なしの声あり） 228 

委 員 長     報告済みといたします。 229 

         ７番、市内線バス経路の変更について説明をお願いします。 230 

 （７）市内線バス経路の変更について 231 

稲井副主幹 （別紙資料に基づき説明する。） 232 

委 員 長 説明が終わりました。 233 

         質疑ありますか。 234 

渡  邊     コースはわかったのですけれども、東４号通のところ、ダイエーに向かうほう、 235 

ここの交差点についてはくらし支援課のほうでも信号の要望が出ていると思う 236 

のですけれども、ここに信号機設置という、そういう要望ともあわせてこうい 237 

う変更というのを考えてきたのかどうかお伺いします。 238 

稲井副主幹    今ご質疑いただきました信号機の設置につきましては、これまで要望している 239 

ことは現状ございません。新しく通ります経路についての除雪ですとか、そう 240 

いったバス路線としての対応については建設部との調整を行ってきたところで 241 

ございます。 242 

渡  邊     それで、ここの交差点は結構事故がある。そこで、コース変更になるのだけれ 243 

ども、あわせて信号機も強く要望すべきかなと思いますがいかがでしょうか。 244 

稲井副主幹    関係部局と調整をさせていただきまして進めさせていただきたいと思います。 245 

委 員 長     ほかに質疑ありますか。 246 

（なしの声あり） 247 

委 員 長     報告済みといたします。 248 

 ８番、財政フレームについて説明をお願いします。 249 

 （８）財政フレームについて 250 

高橋課長 （別紙資料に基づき説明する。） 251 

委 員 長 説明が終わりました。 252 

         質疑ありますか。 253 

柴  田     資料に基づいた財政フレームの説明は以上ですということなのですが、これは 254 

全国の自治体どこも同じペーパーになると思うのです。今後の財政フレームの 255 

お話をすれば、人口の減少、高齢化の進展、さらには、戦後から話をしても始 256 

まりませんので、そこまではいかないけれども、高度経済成長を機にどこの自 257 

治体もそれなりの投資をしてきたわけですから、全国の自治体がこういった財 258 

政フレームで今後進んでいくだろうということは容易に予想はできるのです。 259 

ただ、本当に滝川市として今このことを真正面から受けとめて、こういった非 260 

常に厳しい枠組みの中での予算編成となるという腹が固められるかというと、 261 

当然現行の交付税のあり方で計算していけばこういったフレームになるという 262 

ことは容易に理解できるのですが、これを本当にしゃくし定規に受けとめてい 263 

いものなのか、あるいは財政サイドとしてこういうフレームで市民にきっちり 264 



 

４ 

 

受けとめていただかないと今後大変大きなご負担を市民に課すことになってし 265 

まうということをお伝えせざるを得ないのかどうなのか。言っていることはわ 266 

からないかなとは思ったのですが、要するにこれは国の政策がどういった方向 267 

を向くのかでどうとでもなるフレームなのです。言っているのは臨財債だとか 268 

地方交付税だとか、税収も固定資産税が一方的に減るというような見込みにも 269 

なっているのですが、これはこれとして今後どうなっていくかまだわからない 270 

ことだと思うのです。特に民間投資が滝川市において今後進まないということ 271 

を仮定すれば、このフレームそのまま私もすとんと落ちるのですが、一方で固 272 

定資産税をふやしていく努力をしていくというものがあわさって初めてこのフ 273 

レームというものを構築していかなければいけないなというのが私の考え方な 274 

のですけれども、そのことについて今の段階で財政当局としてはどのようなお 275 

考えを持ってこのフレームをお考えになったのか、基本的な部分でちょっと聞 276 

いておきたいのですが。 277 

高橋課長     まず、今おっしゃられたとおりのことだとは思います。ただ、国の状況につい 278 

ても財務省系については、いろいろな審議会の中でも交付税を減らしていこう 279 

ということが色濃く出ている資料をつくられておりますが、それだけではない 280 

ということでございますので、どういう方向に進むかということを私どもも常 281 

に注視をしながら進んでいくわけですが、現状としてはこの制度の中で今回こ 282 

のフレームをつくらざるを得なかったということをご理解をいただきたいと思 283 

います。 284 

         それから、もう一点といたしまして、やはり民間投資を進めていかなければい 285 

けない、これも当然のことでございまして、民間公募の副市長を置きながら随 286 

時政策を進めていっている状況でございますので、その努力というのもあわせ 287 

てしていくということになると思いますけれども、現状としてその中で今この 288 

フレームの中に見えてきているものを盛り込むという状況にないというふうな 289 

判断を財政当局ではしておりますので、次年度移行の予算の中で見ながら、そ 290 

ういう形でフレームの中に織り込んでいけるような材料が出てくるということ 291 

であれば、それは積極的に織り込んでいきながらフレームを構築していく必要 292 

があると思いますが、現状としてはそのような状況であるという判断のもとで 293 

フレームを示して予算編成に入っていきたいというふうに考えております。 294 

         以上でございます。 295 

柴  田     わかりました。お互いわかっていて言っている話になっているので、非常に申 296 

しわけないのですが、何でそういうことを言ったかというと、歳出の部分で建 297 

設事業費のことをおっしゃっていらっしゃるのです。建設事業費は要望が膨大 298 

なことからということでの表現になっているのですが、これから中期という面 299 

でいけば、建設事業費を低く抑えていかなければいけないというのは、これは 300 

ごくごく当たり前のことで、問題は歳出面において民間需要を発掘するための 301 

費用の負担というものが非常に大きくなっていくのだということがうたわれて 302 

いなければ、なかなか今ここの文章を額面どおりに受けとめるということには 303 

私はならないのです。その面についてどうお考えになっているのか。建設事業 304 

費だけではなくて、そういう社会資本の整備のための民間資本の導入のために 305 

民間資本をどう呼び込んでいくか、それを模索するための財政需要というのは 306 

非常に大きくなると思うのです。これは建設事業費だけではなくて、その他の 307 

社会保障の問題も含めて、そこら辺はどういうお考えを今歳出面でお持ちなの 308 
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かということをちょっと確認しておきたいと思います。 309 

高橋課長     まず、建設事業費でございますが、これについては新しい施設をつくるという 310 

こともございますけれども、この後説明します公共施設のマネジメントの部分 311 

で既に既存の施設の更新、それから修繕、それから大規模改修等がめじろ押し 312 

になってきております。その部分の原課からの要望を踏まえた上で今回の財政 313 

フレームというのが構築されているということを事前にご了解をいただきたい 314 

と思います。 315 

         それから、民間事業というか、民間資本の導入を喚起するための歳出というも 316 

のについては、先ほど申し上げましたように公募民間副市長が参りまして、そ 317 

のような政策の中で次年度予算の中でいろいろな形で出てくるというふうに判 318 

断しておりますので、それが出てきた中でフレームの中に盛り込めるものにつ 319 

いては盛り込んでいくということをさせていただきたいというふうに思ってお 320 

ります。 321 

         以上でございます。 322 

柴  田     経常経費のシーリングの関係で25年については８パーセント、26年については 323 

12パーセントの縮減ということなので、この前提となる数字が23年の９月の予 324 

算比ですが、この次に出てくる公共施設のマネジメントの方針にもかかわって 325 

くると思うのですが、公共施設全体の比率もこの数字を策定するに当たっては 326 

押さえているということで理解してよろしいのですか。 327 

高橋課長     公共施設のマネジメントにつきましては、後ほど説明をいたしますけれども、 328 

本年担当部署をつくりまして、マネジメント方針の構築に至っているところで 329 

ございまして、このシーリングについて具体的に施設の中でその施設を縮小し 330 

ていくとか、そういう形の具体的な計画を持ってこのシーリングを立てている 331 

わけではございません。あくまでも今回の財政フレームの中でシーリングが必 332 

要という判断をさせていただいた中で、平成24年度から計画的にシーリングを 333 

入れるという説明を全庁的に行った上で、計画的にシーリングを行っていると 334 

いうものでございます。 335 

         以上でございます。 336 

柴  田     26年、12パーセントなのです。経常経費の12パーセント、23年９月ですよね、 337 

これは最終的には24年次と何ら変わらない予算比になると思うのですが、そこ 338 

からの12パーセントということになると、今課長の説明ではそれはそれでこの 339 

後説明されるマネジメント方針の中でしっかり検討していくのだというお話に 340 

なるのかもしれないけれども、12パーセントという数字は、これは間違いなく 341 

床面積をそのぐらいの数字あるいはそれ以上の数字を削減しないと達成できな 342 

いのではないかなという部分があるのです。どうしてかといったら、経常経費 343 

のマイナスシーリングというのはこれまでもずっとやってきて、結構事務の部 344 

分あるいはその他の部分で施設運営の部分でかなりの部分そぎ落としてきたと 345 

思うのです。さらにこれを経常経費で12パーセント削減するということになる 346 

と、これイコール管理する面積の大幅な削減をもとにしないとこういう数字は 347 

出てこないのではないかなと思うのですけれども、これは別に責めているので 348 

はないのです。この数字をどう受けとめればいいかなということで今質疑して 349 

いるのですが、そのことについてもう一回説明をお願いします。 350 

高橋課長     今の部分については、経常経費を施設の運営管理等で全て出すというようなお 351 

話にとられるのですが、私どもとしてはそういうことで考えているわけではな 352 
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くて、事務のやり方、それから事業の持ち方、それからそれぞれ現場の運営の 353 

仕方、全てを含めて考えた上で各所属で経常経費の部分を考えていただきたい 354 

という形で出しているものであって、当然施設の見直しというのは必要という 355 

ふうに考えておりますが、具体的にすぐにその施設の床面積を削るということ 356 

は、床面積を削って施設が残っているということはかかる経常経費というのは 357 

それほど変わらないと思いますので、物理的にそういうことはあり得ないとい 358 

うふうに思っておりますので、そうではなくて、基本的に事務事業の持ち方を 359 

具体的に今までやっていたものというのを見直しをかけていただくという中で 360 

シーリングをお願いをしている状況でございます。 361 

柴  田     どうも納得しかねるのですけれども、間違いなく12パーセントという目標で、 362 

事務事業を見直して12パーセントを達成するのだと、パターンはいいのですけ 363 

れども、もう一つ、一方で公共施設マネジメントでこれからより効率的な公共 364 

施設の運営をしていこうと、できれば床面積もしっかり削って、廃止は廃止を 365 

して、しっかり時代に合わせた、あるいは需要に合わせたものにしていこうと、 366 

これから多分説明があると思うのです。それは後ほどやりますけれども、そう 367 

なると12パーセントどころか、20パーセントだとか二十数パーセントの目標が 368 

もしかしたら来年度このマネジメントがしっかり確立されたら出てくるように 369 

も思えるのですが、それは数字のとり方かもしれないけれども、僕は違うと思 370 

うのです。多分市の考え方としては、26年に経常経費12パーセントをそれらも 371 

含めて達成したいというのが市の本当の本来の考え方なのではないかなと思う 372 

のですが、それでなければこの12パーセントの経常経費のマイナスシーリング 373 

というのは最低基準みたいにしか私は聞こえないのですけれども、そうではな 374 

いと思うのです。そこら辺もう一回説明をお願いします。          375 

高橋課長     ちょっと私の説明も悪かったのかもしれませんが、先ほど見ていただいた財政 376 

フレームのグラフで見ていただいたとおり、基本的収支でも２億円以上足りな 377 

くなるという状況でございます。それで、この経常経費のシーリング４パーセ 378 

ントというのは、大体４パーセントで4,000万円ほどしか出てこないというよう 379 

な状況になっておりますので、既にもう24年度は終わっておりますので、結局 380 

25、26で12パーセントまでいったとしても8,000万円しか出てこないという状況 381 

でございます。その中で、この基本的収支の２億円足りないという部分をどう 382 

やって賄っていくのかということについては、先ほどから柴田委員もおっしゃ 383 

っているとおり、公共施設のマネジメントを行って、さらに歳出削減に努めて 384 

いくという形にならざるを得ないということになると思います。ただ、ストッ 385 

クマネジメントにつきましては後ほど説明しますが、単なる行政改革なり削減 386 

ということでは私たちは考えていないということ、一応状況としてはそういう 387 

状況であるということをご理解願いたいというふうに思います。 388 

委 員 長     ほかに質疑ありますか。 389 

（なしの声あり） 390 

委 員 長 報告済みといたします。 391 

 ９番、滝川市公共施設マネジメント方針及びマネジメント研修会（補正予算関 392 

連）について説明をお願いします。 393 

 （９）滝川市公共施設マネジメント方針及びマネジメント研修会（補正予算関 394 

連）について 395 

高橋課長 （別紙資料に基づき説明する。） 396 
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委 員 長 説明が終わりました。 397 

         質疑ありますか。 398 

柴  田     ２点ほどお聞きしたいのですが、方針の２なのですけれども、公共施設の複合 399 

化、集約化、新たな公共施設を取得する際は複合化、集約化を行うことを基本 400 

とし、新たに取得する公共施設の床面積を超える規模の既存公共施設の床面積 401 

を削減するという方針なのです。これはよくわかるのです。よくわかるのです 402 

が、現実起きることを想定すると本当にこれを皆さん理解できるのかなと思う 403 

のですが、要するに新しい時代の新しい機能を備えた公共施設はこの基準に当 404 

てはまらないということです。今まで既存の施設を新規で取得した場合には、 405 

その既存面積よりも大きな面積を削減しなければいけないということなのか。 406 

そこら辺が、要するに今の施設が老朽化して、それがどこかへ移転して新しい 407 

機能を持つということになると、それ以上の面積を削減しなければいけないと 408 

いうことですよね。ばかなことかもしれないのだけれども、例えばスポーツ施 409 

設というのは必要な面積だとか必要な機能とか、そういうものを必ず兼ね備え 410 

ているものだと思うのです。それで、自治体規模に応じてその施設規模が確定 411 

するものでもないと思うのです。そうすると、あるスポーツ施設をどこかに移 412 

転して新たな施設を取得しましたとなると、それ以上の面積を削減して建てな 413 

ければいけないというのが原則になってきますよね。それというのは、公共施 414 

設の機能で考え方が変わるのではないかなと思うのです。そのことについては、 415 

この方針を当てはめたときに一般市民あるいは我々議員に対してもちょっと説 416 

明しづらい部分があるのではないかなと思うのですが、この方針の表現をもう 417 

ちょっと明快にしておいたほうが後々誤解を生まないのではないのかなと思う 418 

のです、そのことがまず１点です。 419 

         それと、ＰＰＰを基本とした効率的な経済的なと言っているのですが、私も実 420 

はＰＦＩですとか含めてＰＰＰを推進するということについては大いに賛成す 421 

る立場なのです。しかしながら、滝川市にＰＦＩあるいはその他のＰＰＰの手 422 

法をぶつけた場合に、これからは受け入れるのかもしれないですけれども、今 423 

現状でＰＰＰあるいはＰＦＩを本当に導入するような考えは滝川市にないので 424 

はないかなと思うのです。民間で建設したそういった建物を市が購入する、あ 425 

るいは床を借りて何かをしていくということは、あくまでもＰＰＰではなくて、 426 

私は床代が本当に滝川市の財政にとって耐えられる負担なのかどうなのかとい 427 

うぐらいの視点でしか今考えていないのではないか。あるいは、これから先も 428 

こういう財政事情が厳しくなってくると必ずしもＰＰＰというのは滝川市の財 429 

政状況にとってプラスの面だけではないはずなのです。民間投資を促進すると 430 

いう目的の場合には、ある意味滝川市の財政を出動させてでもやらなければな 431 

らない事業というのが出てくると思うのです。例えばスポーツ施設をつくるに 432 

したって、何をするにしたって、例えば岩見沢の生涯学習センター一つとった 433 

って、非常に大きなコストなのです。公共事業としてやるのとＰＦＩとしてや 434 

るのとどれだけ差があるのかといったら、私はちょっと今疑問に思うのですが、 435 

そのことについて、本当にこのＰＰＰのことについて内部議論をしっかりした 436 

上で今後方針４について堅持していくおつもりなのか。もちろんほかに指定管 437 

理もありますから、これはこれで表現としてはいいのかもしれないけれども、 438 

本当にやっていけるのかどうなのかということについてどういう議論があった 439 

のか、ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 440 
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         以上です。 441 

高橋課長     まず、前段のスポーツ施設を個々に個別に考えた場合、１対１で床面積の削減 442 

ができるかという質疑かと思いますけれども、基本的にはここの部分で全て１ 443 

対１で考えているということではございません。来年度以降マネジメント計画 444 

の中で総体的な施設について滝川市全域でプランを立てていくということでご 445 

ざいますので、その中で公共施設の床面積についても総体的に考えていくこと 446 

になると考えております。 447 

         それから、２点目のＰＰＰでございますけれども、官民連携につきましてはい 448 

ろいろな形態がございますし、確かに今おっしゃられたように滝川市の財政に 449 

とって非常に有利か有利でないかという視点だけで見るとなかなかうまくいか 450 

ないというものもあるというふうに思います。ただ、基本的に滝川市というか、 451 

行政側が持っていかなければならない公共施設というのがこれだけあるという 452 

こと自体がもう既にそれがリスクとなっている部分もございますので、そのリ 453 

スクというのをできるだけ回避をしていくということでございます。ただ、Ｐ 454 

ＦＩにしても、現実に個々の状況でどうやって事業可能性調査なりをして収支 455 

なりを判断していくのかというのは、やはり個別の事案で判断をしていかなけ 456 

ればならないというふうには考えております。 457 

         以上でございます。 458 

柴  田     結局２も４も同じことなのですけれども、６の広域的な利用が可能な施設はと 459 

いうところに最終的には結びつくのかなとつくづく思うのです。要するに、同 460 

じような施設を各自治体が持っている時代ではないということを本当にこの中 461 

空知管内の各自治体が認識して、それをベースにして、これは別に施設だけで 462 

はなくて事務事業も含めてトータルでマネジメントをしていくという時代にも 463 

う既に差しかかっていると思うものですから、本当に抜本的な行政全体のマネ 464 

ジメントをこの公共施設のマネジメントを切り口としてやっていくと、その基 465 

本方針だということであれば私は全面的にこの方針には賛成させていただくの 466 

ですが、これが切り口にならないで、これだけで終わってしまうということに 467 

なると、これは本当の時代を切り開くストックマネジメントの計画にはなり得 468 

ないと思いますので、その点だけは要望とします。しっかり受けとめて今後や 469 

っていただきたいなと思います。 470 

         以上です。 471 

委 員 長     ほかに質疑ありますか。 472 

（なしの声あり） 473 

委 員 長 報告済みといたします。10番、モンゴル農業技術研修員について説明をお願い 474 

します。 475 

 （10）モンゴル農業技術研修員について 476 

山内課長 （別紙資料に基づき説明する。） 477 

委 員 長 説明が終わりました。 478 

質疑ありますか。 479 

（なしの声あり） 480 

委 員 長 報告済みといたします。11番、ジュニア大使訪問派遣事業について説明をお願 481 

いします。 482 

 （11）ジュニア大使訪問派遣事業について 483 

山内課長 （別紙資料に基づき説明する。） 484 
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委 員 長 説明が終わりました。 485 

質疑ありますか。 486 

（なしの声あり） 487 

委 員 長 報告済みといたします。12番、滝川市・スプリングフィールド市姉妹都市交流 488 

促進宣言等について説明をお願いします。 489 

 （12）滝川市・スプリングフィールド市姉妹都市交流促進宣言等について 490 

山内課長 （別紙資料に基づき説明する。） 491 

委 員 長 説明が終わりました。 492 

         質疑ありますか。 493 

（なしの声あり） 494 

委 員 長 報告済みといたします。 495 

         ここで55分まで休憩といたします。 496 

休  憩 １４：４５ 497 

再  開 １４：５７ 498 

委 員 長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 499 

         13番、教育部補正予算について説明をお願いします。 500 

 （13）教育部補正予算について 501 

中川課長 （別紙資料に基づき説明する。） 502 

委 員 長     説明が終わりました。 503 

質疑ありますか。 504 

（なしの声あり） 505 

委 員 長 報告済みといたします。14番、森のかがく活動センターの廃止について説明を 506 

お願いします。 507 

 （14）森のかがく活動センターの廃止について 508 

竹谷課長 （別紙資料に基づき説明する。） 509 

委 員 長     説明が終わりました。 510 

         質疑ありますか。 511 

（なしの声あり） 512 

委 員 長 報告済みといたします。 513 

 ２．第４回定例会以降の調査事項について～別紙 514 

委 員 長     それでは、第４回定例会以降の調査事項について別紙調査項目のとおり確認い 515 

たします。 516 

（異議なしの声あり） 517 

委 員 長     別紙調査項目のとおり決定いたします。 518 

 ３．その他について 519 

委 員 長 その他についてありますか。 520 

（なしの声あり） 521 

委 員 長     事務局、ありますか。 522 

（なしの声あり） 523 

 ４．次回委員会の日程について 524 

委 員 長 次回委員会の日程については、正副委員長に一任いただくということでよろし 525 

いですか。 526 

（異議なしの声あり） 527 

委 員 長 以上で第19回総務文教常任委員会を閉会いたします。 528 
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         ご苦労さまでした。 529 

閉  会 １５：０２ 530 


